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特別損失（投資有価証券評価損）の計上等及び 

通期業績と前期実績との差異に関するお知らせ 

 
当社は、令和 ３ 年９月期において特別損失（投資有価証券評価損）を計上する見込みとなったこと、ま

た、本日公表の実績値（通期業績）と前期実績値において差異が生じましたので、下記のとおりお知らせい

たします。 
 
 

記 

 
 

１．特別損失（投資有価証券評価損）（連結・個別） 
令和 ３年 ９月期において、当社が保有する投資有価証券を評価した結果、減損処理により 40 百万

円を特別損失に計上することとなりました。なお、本日開示した「令和３年９月期 決算短信［日本基

準］」（連結）において計上済みであります。 
 
 
２．令和 ３年 ９月期実績と前期実績との差異 

 

 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前期実績（A） 
百万円 

586 
百万円 

△320 
百万円 

△302 
百万円 

△523 
円 銭 

△152.47 

当期実績（B） 303 △133 △128 33 9.73 

増減額（B－A） △283 186 174 556  

増減率（％） △48.3 － － －  



 

 

１ 

３．差異が生じた理由  

当社におきましては、平成 30 年９月期より開始した抜本的な経営改革を推し進め、財務的な選択と集

中の総仕上げとして、創業当時からの主力事業である「Gendama」を営んでいた株式会社リアル X の全

株式を令和２年 10 月１日付けで売却いたしました。一方、10 年後も成長し続ける生産性の高い新たな事

業モデル創出を目的とする「GAFA メディア戦略」を打ち出し、利益性の高い新規メディア事業の買収を

令和２年 11 月１日付け及び令和２年 12 月１日付けで２件成立させ事業の収益を伸長させておりますが、

買収のタイミング等もあり売上高におきましては、前年同期比で 283百万円減少しております。 
他方、営業利益及び経常利益につきましては、買収した２件の事業の高い利益性と販売費及び一般管理

費のコントロールにより、それぞれ 186 百万円、174 百万円ほど改善しております。最後に、親会社に帰

属する当期純利益につきましては、令和３年９月期の通期決算において、特別損失（投資有価証券評価損）

として 40 百万円計上したものの、令和３年９月期第１四半期において、株式会社リアル X の売却による

特別利益 144百万円及び法人税等還付税額 54百万円を計上したことにより 33 百万円の黒字で着地してお

ります。 
 

以   上 

 


